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ビエンチャンタイムズに紹介されました 
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IV-JAPAN の 3種の職業訓練(調理、縫製、理美容)は 2004 年以来 JICA 草の根パートナー事業として始まり、

現在第 3 フェーズを 2016 年 11 月まで実施中です。先月 10 月に上級コースは現地カウンターパートのビエン

チャン都教育局と職業教育開発研究所にハンドオーバーし、彼ら自身で運営を開始しました。この 11 年間で

1400 人の卒業生、約 80人のトレーナーを輩出しました。同窓

会レストランの構想は、レストラン業は初期投資が他の職種と

違って大きいので、二の足を踏む訓練生が多く、起業できても

お鍋二つくらいで作るおかず屋程度でしたので、起業・就業で

きない卒業生に声をかけ、職業訓練の集大成としてオープンし

ました。ご指導にいらした高倉昌子先生のお陰で、上級コース

OJT では経験できなかった、いかに早くサービスを提供するた

めの半調理の工夫、冷蔵庫の整頓の仕方等教えていただき、現

在 2 名の上級コース OJT 卒業生が働いています。開店してまだ

1 ヶ月もたちませんが、調理は十分できますので、1 年も経験

を積んだら何処のレストランでも働けるようになるでしょう。

ビエンチャンにいらしたら是非ご利用ください。 

 

レストラン利用者から 

本日は、素敵な昼食会にご招待して下さってありがとうございました。場所もお料理も素晴らしかったです。 

卒業生のためのレストランとは本当にいいアイデアですね。IV-JAPAN のレストランは夕食時と週末に利用できなかっ

たので、お多福の開店には、期待している人が多いのではないでしょうか。 

前進を続ける冨永さんのエネルギーには、常々感心させられます。これからもお体に気をつけて、日本、日本人の

良さを発信し続けて下さい。今後ともご活躍されることを、心よりお祈りしています。 

お礼まで。  （レナーツ白石美郁） 
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日本から 5人の助っ人とジャパンフェスティバルに参加 ラオスの国花チャンパーの花に囲ま

れた「お多福」 
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ラオス・ビエンチャン職業訓練（調理・縫製・理美容） 
 

ラオス・ビエンチャン木工職業訓練 

 

 

 

―JICA 草の根パートナー型技術協力事業― 

 

【タイ・ウドンタニの技術短大で 1週間集中トレーニング】 

 10 月の 5～9 日の 5 日間、以前より提携協力関係にあるタイのウドンタニ技術短大

へ調理・美容・縫製分野の技術職業訓練トレーナーを派遣し、知識・技術向上のため

のトレーニングを実施しました。今までは同校の講師をビエンチャンに招いて短期集

中トレーニングを数回実施しましたが、今回はその集大成として先方の学校へ派遣し

ての訓練となりました。参加者は事業実施提携機関（カウンターパート）であるビエ

ンチャン都教育スポーツ局（Vientiane Education and Sports Service 略称 VED）と

職業教育開発研究所（Vocational Education Development Institute 略称 VEDI）、そ

して IV-JAPAN が雇用しているトレーナー計 16名です。講習内容は事前にトレーナー

らと協議し、調理はケーキデコレーション（写真①）、美容は

ヘアカラーリング（写真②）、縫製はズボンの仕立てとしまし

た（写真③）。トレーニング開始の前日、まるでピクニックの

ように楽しそうにビエンチャンのバスターミナルから出発し

ていったトレーナー達ですが、普段とは違った環境でのトレ

ーニングがいい刺激となり、今後の業務へのモチベーション

となったのではないかと思います。今回のトレーニングで身

に着けた技術・知識をもとに、自信をもって訓練生への指導

を行ってくれることを期待しています。 

  

 

 

―JICA 事業・地域経済活性化特別枠― 

 

7 月に木工職業訓練センターに赴任した飯村です。赴任後からスタディーツアーやカウンターパートとの連

携、書類作成等、忙しい毎日が続いていますが、この 5ヶ月間でまず印象に残っていることは、8月に行われ

た『ものつくり大学』の赤松明教授による特別訓練とラオス家具組合役員への特別講演です。赤松先生は本セ

ンターだけでなくラオス木工全体のレベルアップに多大な貢献をされました。 

10 月 23 日にようやく第 4期中級と第 5期初級の修了式を迎え、11月 2 日からは第 4期生の上級コースが始

まりましたが、今回は今までよりも更に、自分でデザインする家具製作に重点をおきます。 

この 5ヶ月間で明るいニュースもいくつかあります。まず第 5期初級修了生のほとんどが来年度の中級・上

級への進級を希望しており、その多くが来年の中級開始まで工場で働くことを希望し、既に数名が家具工場で

働き始めていることです。また第4期中級修了生のほとんどが上級に進みました（1名のみ来年度上級に進級）。

これも日々の充実した訓練によって訓練生がスキルアップの必要性を認識したことや、数回行ったスタディー

ツアーを通して自分自身が工場で働くイメージができたためだと思います。また現在の上級コース訓練生はビ

エンチャン都内の家具工場だけでなく、地元の家具工場勤務を希望している者も多いため、ラオス家具組合や

家具工場、他県学校制度外教育開発センターとの連携を更に強めていく必要があります。また 12 月に KM8 の

学校制度外教育開発センターで開催されるカリキュラムワークショップに向けた準備も進めています。 

木工プロジェクトも 2年目の半分を過ぎて、訓練内容もマネージメント体制も徐々に整ってきました。ラオ 

① 

初級・中級卒業式 赤松教授特別講演中 

② 
③ 

スの人々の生活と木工レベルの向上を目指し、更に努力していきたいと思います。 

（プロジェクトマネージャー 飯村 浩）別
講義中 

赤松 明教授 
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理事紹介  

 

 

利根川 恵子（副代表理事）   ―理事として思う事― 

 今年度から理事をさせていただいておりますが、長年奨学金ドナーとして

IV-JAPAN とかかわらせていただいております。 

 理事になり、IV-JAPAN の内情を知って驚いたのは、実施している事業の大きさや

補助金額に比べ、職員やスタッフが少ないことです。ラオス、タイ、ミャンマーで

職業訓練や奨学金支給を実施し、フィリピンやネパールの自然災害では即刻その地

にスタッフが向かって対応する、等々、海外での活動はもちろん、国内でも開発教

育の啓発事業を行っているのに、なんと職員は 20名にも満たないようです。もちろ

ん、プロジェクトごとに講師や指導者はいるのでしょうが、それにしても国や自治

体の補助金で運営している事業が多いので、申請、報告、財務管理、広報等書類の

煩雑さは容易に想像できます。まず、冨永代表はじめ職員の方々のお働きに敬意を表します。 

 一方で気になるのは、正会員が少ないことです。先日の理事会でいただいた名簿では 25 名でした。うち 2

名は事務局員で、15名が理事、2名が監事、4名が顧問という役職がついています。定款に書かれているIV-JAPAN

の目的では、「アジアの人々に対し国際協力活動を行う」とともに「日本人の開発教育の促進にも寄与する」

となっています。海外での国際協力、国際理解、文化交流は活発に行われていますが、国内では奨学金のドナ

ーや寄付をしてくださる方々が多数いてくださり、海外の活動を支えることが主になっているようです。ラオ

ス料理教室やラオス語教室は始まっていますが、IV-JAPAN の目指す多文化共生社会の実現にむけて国内での

活動をより充実・発展させたいものです。そのためには、手足となって働く正会員やスポンサー会員を増やし、

団体としての力を強めることが肝要です。微力ながら、IV-JAPAN の働きの素晴らしさを理解しいていただい

て会員の増強に努めてまいりたいと思います。（冨永代表の帰国子女時代からの長いお付き合いです。） 

 

 
 

大河内 啓市    ―IV とこのようにして関わりました― 

そもそもが代表の冨永さんとの出会いからだった。 

今から 30数年前「ワンワールドの会」というのがあった。その代表

が冨永さん。当時から弁が立つ、人望はある、器量良し、つぶらな瞳

のどちらかというとポチャッと可愛い感じの女性だった。初めの接点

は、当時私が所属していた大宮青年会議所と連携をとることになり、

家庭、学校、社会を繋ごうと連絡協議会なるものを組織した。略して

〝家学社連″での繋がりだった。これには IV-JAPAN 同胞の利根川先生

もお仲間でした(上記理事)。それとグアムの青年会議所とのホームス

テイ交流が始まった 1986 年第 1 回の子ども達の事前研修の時、簡単な英会話、ステイ先でのベッドメーキン

グ等を明るい笑顔でご指導いただいたことは今でもはっきりと覚えています。その後ラオスに渡り多くの人に

生きる術を教え、両国との橋渡しに多大な貢献をされていることは皆さん周知のことであります。一つの時代

を創った女傑であり、私の良き姉御であります。 

一方私はというと、15 年前にグアム親善全権大使をグアム知事から任命され、4年前に再任命の栄を賜り今

日に至っております。目指すはさいたま市とグアムの友好都市実現。そのため毎年グアムを訪問して交流の実

績を積み重ねております。芝浦工業大学とグアム大学の短期英語研修をコーディネート、桜区の特別支援学

校・高校 3年生の女子のグアムの高校との交流体験実現、これには利根川先生の大きなお力をお借りしなけれ

ば実現は難しかったのではないかと思います。車椅子の生徒が歯を食いしばって書いた大きな書。皆の涙を誘

いました。昨年の 2月の事でした。また 2004 年から続けているグアムの旅は今年 10 月で 12回を数えました。 

友人冨永さんの残された功績は両国にとりましても素晴らしいことです。国際交流は人的交流が基本です。

これからも冨永さんをお手本に一歩でも前進していきたいと思います。大した力になれませんがそれぞれが国

際貢献の道に進めれば幸せなことだと思います。（グアム親善全権大使） 

 

グアムの浜辺にて 
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国内活動  

 

「第 3 回アジア理解講座」 10 月 6日(火) (於)さいたま市生涯学習総合センター 

 

―ラオス難民 40年の軌跡― 

 

＜講師紹介＞ブンロム・ブンヤサイシイさんは 1975 年ラオスが社会主義国となったのを機に 1979 年 8 月 13

日家族と共にかつての留学先日本へ亡命。ラオス難民認定第 1 号。「人のために役立つことで徳を積むのが仏

教徒としての務めを果たすことである」が信条。麗澤大学の竹原茂(ウドム)元教授と共にアジアフレンドシッ

プ協会を設立して、長年ラオス難民の出産、就学等の世話をする。現在は生活保護をうけて暮らしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          

冨永コメント 
日本の難民受け入れは非常に少ないのが現状です。シリア難民が増加する中、孤絶難民と呼ばれるシリア国内

で国外に逃れることもできない人々の問題もあります。遅かれ早かれ近い将来、日本も難民問題に真摯に直面

しなければなりません。私はラオスでアメリカ、オーストラリアやフランス等からの帰還難民の友人がいます。

60 歳を過ぎて故郷が恋しくなって帰って来た人たちですが、彼らは海外に自宅を持ち、その賃貸料や年金で

ラオスで優雅に暮らしています。 

海外に居る時は、当初はレストランの皿洗いから生活を始めなければならなかったと言っていましたが、ラオ

ス語通訳として充分な手当てを現地政府からもらい、職業訓練や学校にも行くことができ、子どもたちも皆大

学を出て就職し、自立していると。それに引き換え、日本に帰化したラオス難民は今回の講師のように 60 歳

を越えた第一世代は生活保護でようやく暮らしている人が多くいます。ラオスに帰りたくても経済的に帰れな

いと。この講演会後パリ同時多発テロが起きて、テロリストが難民を利用しているとも報道されています。11

月に来日した国連難民高等弁務官は「IS は難民をターゲットにしている。ヨーロッパで難民を拒否すること

は、IS のプロパガンダを利するだけだ。難民をスケープゴートにしてはならない。難民を歓迎しながら、適

切に選別することが重要だ」と述べています。 

 

【日本の難民受け入れ】 

日本にも毎年 1000 人以上の難民が世界各国から逃れてきている。世界全体での難民の数は約 5120 万人（2013

年 UNHCR）。近年 日本に助けを求めて逃れてくる難民が増えている。例えば、ミャンマー、トルコ、スリラン

カ、エチオピアなど。難民には逃れる国を選ぶ余裕はなくたどり着いたらたまたま日本だったという人もいる。 

【日本で暮らす難民】 

迫害を逃れてたどり着いた日本で彼らを待ち受けているのは、夢見た平和な生活とはかけ離れた厳しい現実。

日本語や日本の法律はもちろん分からず、家も仕事もない。友達、親類など、頼りにできる存在もない。そん

な孤独で、先の見えない状況の中、難民として日本から認めてもらう手続きに、3～5 年以上かかり、認定さ

れるまで国や自治体からの保護は十分ではない。日本で暮らす難民の中には、食べたり、寝たり、働いたりす

る「当たり前」の生活を送ることすら難しい人が多くいる。「病気になってもお金がないから病院に行けない」

「保証人がいないから住む場所が確保できない」など、特に難民申請中の人の多くは、生活基盤や法的地位が

不安定な状況の中、審査結果が出るまでの長い間、先の見えない苦しい生活を送っている。現在の日本では難

民申請中、滞在するための資格を誰もが保障されるわけではなく、そのため働く資格がなく働けない人や、国

民健康保険に加入できないため高額な医療費を支払えず、病院に行くのをあきらめる人もいる。日本は担当省

庁が設置されておらず、出入国管理事務所が担当しているのも改善すべきでしょう。 

講師のブンロム氏 講座の様子 
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最後にラオス VTE 事務所 

スタッフと記念撮影 

 

 

 

 

10 月 7 日バンコクでタイ財団理事会が開催されました。今年度の奨学金

40 名分をラダ理事長に渡し、財団よりピブン福祉財団の親が刑務所に居

る家庭の子どもとガールスカウト連盟の貧困家庭の子どもに授与され

ます。理事会ではラダ理事長（写真左端）の高齢化や、バンコク市に毎

年提出する事業報告、外部監査報告等事務局がボランティアでする事務

処理には限界がきており、タイ財団の今後について協議されました。欠

席理事が2名いたため、今後も引き続き協議していくことになりました。 

 

 

 

 

 

【早稲田大学ボランティアセンターのラオス学校建設教育支援プ

ロジェクト～スーン～】2015 年 8 月 19 日 

昨年度も大学の夏休みを利用して当会を訪問してくださった早稲

田大学学生団体スーン様から、今年も 8名の学生さんが当会事務所

及び OJT 第 2 店舗を訪問・見学されました。スーンさんはラオス

南部のチャンパサック県で2校の学校建設支援を行っていらっしゃ

います。例年通り、当会の団体概要や活動紹介をさせていただいた

後、事務所の階下にある上級コース第 2店舗を見学してもらいまし

た。同じ教育分野で活動しているということもあり、皆さんメモを

とったり写真撮影したり、熱心に見学されていました。 

 

【文京学院大学より 2名の学生受入】8月 17 日～9月 7日 

一昨年、昨年に引き続き今年も文京学院大学から同校の「異文化フィ

ールドスタディ」プログラムで 2名の学生が当会で約 3週間、当会の

業務の補助や OJT 店舗での職業訓練体験を行いました。2 名のうち 1

名は海外滞在初体験ということで少し心配していましたが、物怖じし

ない明るい性格で、言葉の壁もなんのそのでボディランゲージと勢い

で英語の全く話せない上級コースの生徒と交流しており、心配は無用

でした。二人にとってまだまだ知名度の低い東南アジアの一国「ラオ

ス」という国がどのような印象で残ったのか、気になるところですが

とても楽しかったといって帰国されたので何よりでした。 

 

 

【高岡万葉ロータリークラブ】11 月 16～17 日 

毎年ご支援・ご寄付をいただいている高岡万葉ロータリークラブから今

年は 16 名のメンバーの方々がラオスを訪問してくださいました。16 日は

ビエンチャンの当会事務所、職業訓練センター、木工事業活動サイト見

学後、調理分野の生徒を雇用している同窓会レストラン「お多福」で昼

食。午後は職業訓練センター卒業生が営むブティック・美容院を訪れま

した。翌日 17日は当会が以前建設支援をしたビエンチャン郊外のチャン

パー小学校、ナーサイトン郡職業訓練センター、モン族の村等、盛りだ

くさんの充実した訪問となりました。当会が支援する職業訓練センター

上級コースにはミシンを 2 台寄付していただき、小学校ではスポーツ用

品とお菓子を子どもたちに贈呈されました。 

千客万来 

 

上級コース OJT 店舗内を見学  

チャンパー小学校で寄贈品贈呈 



-6- 

 

 
 

 

ラオスの医療事情 
 

ラオスのような開発途上国に住んでいますと、一

番心配なのは医療環境です。実は、私は最近、日本

に帰国して手術を受け、日本のドクターや看護師の

方々の様子を間近で拝見する機会がありました。初

めて日本で 2週間入院したのですが、看護師さんた

ちの応対や言葉づかいが丁寧で気持ち良く過ごす

ことができました。術後 2日間はベッド上で声も出

ないほどでしたが、熱いタオルの体拭きはとても気

持ちが良く、特にお下はボディソープを使い、お湯

をかけてくれました。作業の前に紙おむつを広げて

下さった理由が分かりました。こんな丁寧さは日本

の看護師さんだけだと思います。お医者さんも土日

の休日も病室を回って下さり、家族サービスはどう

されているのかと心配になったくらいです。食事の

時間も早すぎず通常で、日本の病院もずいぶん変わ

ってきた感がありました。 

ラオスの医療事情ですけれども、外国人をはじめ、

ちょっと余裕のあるラオス人はお隣のタイの病院

へ行きます。なんとラオス国民の 20％がタイの病

院を利用していると言われています。ラオスの 5

分の 1 の方が国境を越えてタイの病院へ行ってい

るのです。首都ビエンチャンから国境のメコン河に

掛かる友好橋を渡ればタイのノンカイで、更に車で

1 時間行くともっと大きな町のウドンタニになり

ます。ビエンチャンの人や国境沿いの人にとっては、

タイは国内と変わらない感覚なのです。私どもの

NGO のラオス人職員の奥さんも、お産を前にノンカ

イの病院へ毎月通っています。私は 10 年前にラオ

スで交通事故のため、パスポートなしで国境を通過

してタイのノンカイで緊急手術を受けたことがあ

ります。3年前はバスに飛び乗った時に半月板を痛

めて膝の手術、食中毒でも 2 回入院など、何度もタ

イの病院にはお世話になりました。 

ラオスの病院はまだ途上国 

ラオスの医療事情は日本と比較するとまだ途上

です。でも、ラオスの病院も、少しずつ、整備され

てきました。国立の中央病院が 4ヶ所あり、そのう

ちの一つは母子病院で、この他に眼科、皮膚科とリ

ハビリの専門病院があります。以上は首都のビエン

チャンにあります。つい最近ミタパーブ国立病院

(通称150病院)がラオスで唯一MRIの検査が受けら

れるようになりました。次に、CT の検査もできる

地域病院が 4ヶ所あります。その他にも県病院や郡

レベルにも病院があり、治療や予防接種等が受けら

れますし、レントゲンの設備もあります。日本の青

年海外協力隊の看護師さんが派遣されているとこ

ろもあります。ラオスらしいのは、10 ヶ村から 15

ヶ村を管轄している保健センターが全国 890 ヶ所

に存在することです。このセンターには医師はいな

くて、看護師が 1～3 人配置されています。その他

に民間病院がいくつか設立されています。タイ資本

の病院などは MRI などもあり、タイへ行かなくても

良くなりましたが、入院用の病室はありません。旅

行者にも便利なのが、「フレンチ・クリニック」で

す。欧米の医師や歯科医師、そして理学療法士が常

駐していて、フランス人だけでなく一般の人も診て

くれます。レントゲンの設備がないのですが、海外

旅行傷害保険で対応してくれるので現金がない時

は助かります。ラオスのほとんどの病院ではカード

払いができませんのでこのフレンチ・クリニックと

インターナショナル・メディカル・センター（民間）

以外の病院では、自分で立て替えて、日本で保険会

社に請求するようになります。 

興味深いのは、出産のとき医者や助産婦さんだけ 

でなく、医者補助とでも言うのでしょうか、メディ

カル・アシスタントや看護師さんも赤ちゃんを取り

上げることができることです。地方や山の方では、

「取り上げばあさん」も健在です。妊婦は不浄の者

として、地方では森の中の小屋で出産する風習が残

っています。ラオスではお産の後、妊婦は 20 日～

15 日くらいベッドの下に火を焚いてけがれを取る

という習慣があります（下写真）。真夏の暑い時も

しかりで、飲み水はお湯を飲みます。これは都会で

も行われています。外国人の医者によりますと、出

産後の妊婦に火を焚くのは医学的にあまり根拠が

ないとのことです。現代の進んだ医療環境を整備し

つつも、伝統的なものも支持されているのが今のラ

オスの医療事情なのです。 
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カノック奨学金ドナー紹介 
 

大竹 千歳(東京都練馬区在住) ―冨永代表への手紙より― 

前略 先日は久しぶりに冨永さんの元気な声をお聞きし、うれしく思いました。

冨永さんのような実行力があって魅力のある人が皆さんの心を動かし、他の人に

はできない夢を次々と実現させて、他国の人を幸せにしているのだと思うと頭が

下がる思いです。 

ラオスへの旅が昨日のように思いだされます。お土産のボールを蹴って子ども

達がうれしそうに走り回り、サッカーをしている姿。上手に兜を新聞紙で作って

頭にかぶって、日本の♪大きな栗の木の下で…などと歌ってくれた顔々。私達の

ささやかな真心を受け止めて喜ぶ姿は、こちらの心を豊かにして幸せをいっぱいいただきました。それも冨永

さんのお蔭と感謝しております。 

私達がラオスを訪問した初期に比べると夢も随分実現し、たくさんの人達が巣立って活躍しだしているよう

でうれしい限りです。今回は奨学金 5 口分と、すてきな冨永さんのお母様が 99 才でお元気とお聞きしました

ので、お二人でお食事でも…と思い気持ち同封させていただきました。 

またラオスの旅ができるよう心がけておきます。冨永さんもいつまでもお元気でたくさんの人達のために、

ご苦労が多いと思いますがもう少し頑張ってください。 

皆さんのご多幸を心より祈っております。お母様にも宜しくお伝えくださいませ。         草々 

平成 27 年 8 月 
 

 

 

五十嵐 香苗（埼玉県戸田市在住） 
18 年前、埼玉県戸田市に引っ越したばかりの頃、何か地域活動に参加したいと思

っていましたが、何から始めればよいのか全くわかりませんでした。そんな時、市

の「社会福祉協議会だより」にボランティアセミナリーの案内があり、これだ！と

思って申し込みました。平成 10 年のことです。 

セミナリーのカリキュラムの中に、「国際協力ボランティア」という講義があり、

当時 IV－JAPAN 職員の講師がいらっしゃいました。「共に生きるために自分たちので

きる身近な国際協力を！」と訴えられたその講師の言葉の一つ一つが私の心に沁み

ました。当時、東南アジアの子供たちの就学率は大変低く、精神的・経済的自立を

支援する活動が必要だ、と話されました。わずか 1 か月 1,000 円でお子さん 1 人が専門学校に通えると伺い、

これなら無理なく継続可能だと思い、すぐさまドナー登録させて頂きました。 

 初めて送っていただいたラオスのお子さんからのお手紙。両親がいないので幼い兄弟のために重労働をして

いることや、そんな境遇にも負けず、将来は教師になって社会貢献をしたいと綴られていました。希望を失わ

ない明るさに心打たれ涙がこぼれました 

 私には息子が一人おります。ドナー登録したと話すと、当時小 5だった息子は「僕の家も貧乏だけど、もっ

と苦しい人がいるんだね。ひと月 100 円お小遣い減らしてもいいよ」と言ってくれたことも嬉しかったです。

（実際には減らしませんよ。笑）社会人になってからは息子の名で送金しました。 

 このセミナリーは、講習終了後、戸田市社協登録ボランティア団体への入会を勧められます。私は縁あって

手話サークルに入り、手話通訳者の道に進みました。2005 年 6 月、IV-JAPAN 聴覚障害者職業訓練の記事を読

み、小学校を卒業していない訓練生がいたと知りました。職業訓練を受ける以前に、まず母国語の読み書きが

重要なのだと、日本の聴覚障害者教育と似た部分を垣間見た気がしました。 

 私が出産したのは一人ですが、遠いラオスの地にたくさんの子供がいるようで成長が楽しみに思えることが

嬉しいです。たった一度の講師との出会いで、里親をさせていただき感謝の気持ちでいっぱいです。 

冨永さまはじめ、役員・スタッフの皆様のご健康、ご活躍をお祈りします。 
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＜随時会員を募集しています＞ 

奨学金ドナー及び国際協力費・運営費ドナーを随時募集しています。一人でも多くの皆様のご協力を宜しくお願い致します 

① 奨学金ドナー  年 1口 12.000 円以上  

② 国際協力費又は運営費ドナー  ★個人 年 1口  3.000 円以上  ★団体及び法人 年１口 10.000 円以上 

・申込方法(銀行振込の場合は振込された方の氏名と会員番号の下 4 桁の明記をお願い致します) 

郵便振替 ：（口座番号） 00140-5-537168  （加入者名）IV-JAPAN  

銀行振込 ：埼玉りそな銀行浦和中央支店 （※銀行振込の方は事務局までご住所等詳細をお知らせください。） 

（普通） 口座番号:5038052   名義人：（特非）国際協力 NGO・IV－JAPAN 

お・知・ら・せ 

★－JICA 草の根パートナー事業報告会－ 

 今年の 10 月、すでにラオスへハンドオーバーしている「ビエンチャン職業訓練（調理、美容、縫製）」事業

の報告会開催を来年 3月に予定しております。日時、場所等詳細は改めて当会ホームページ等でお知らせい

たします。皆様のご参加をお待ちしております。（問合せ先・下記 IV-JAPAN 日本事務局まで） 

★『 NHK ラジオ深夜便』 次回放送予定日時： 2015 年 12 月 5 日（土） 午前 0時 10 分頃 

 IV-JAPAN 代表・冨永のリポートによるラオスの現地情報を是非お聞きください。 

♡♡♡◇ご ◇協 ◇力 ありがとうございました‼♡♡♡      ―順不同・敬称略―

♡♡カノック奨学金ドナー紹介 ♡♡（2015/8/1 から 2015/11/30 まで） 
塩川悠子、高見沢啓二、坂本秀美、飯田昌美、小田切智子、佐藤美津子（3口）、武藤廣子（2口）、大竹千歳（5口） 

小林明子、松下倶子、泉 久子（2口）、太田榮次（2口）、又吉ミチ、宗像邦司、小野寺さとみ（4 口） 

近藤利雄（2口）、ガールスカウト大阪府第 61 団、武井貢士 

 

❤運営・プロジェクト費寄付者一覧❤ 

（2015/8/1 から 2015/11/30 まで。5,000 円未満は省略させて頂きます。ご了承下さい。） 

Yahoo!基金（200 万円ネパール地震）、池上洋子（5千円）、原國倍子（1万円・内 5千円ネパール地震） 

伊藤慎之助（3万円）、小川千華(3万円)、安村美智子（5千円）、(有)イチカワ北海食品（1万円） 

入江利恵子（5千円）、松下倶子（8千円）、泉 久子（6千円）、生田英生（1万円）、鈴木里美（1万円） 

宮越太郎（5千円）、武井貢士（5千円）、早稲田大学学生団体スーン（8千円）、滝 記代子（5千円） 

森田知代（5千円）、高岡万葉ロータリークラブ（30 万円+＄100） 

 

＜編集後記＞  

〝今年も残すところ…″定番の時候挨拶の時期がやって参りました。笑った 1 年、まあまあな 1年、疲れた 1 年、

なーんにもなかった 1 年、振り返らない 1 年、人それぞれ。IV-JAPAN の 1 年はここに書ききれません。ゆるぎない

現在進行形。少し先ですが、2018 年には創立 30 周年を迎えます。十年一昔の 3倍ですからすごいことになります。 

これはひとえに皆様の当会へのご理解、ご協力があればこそと職員一同心より感謝申し上げます。加えてスタッフ

の頑張り、代表のデーンとした存在(色々の意味合いがあります)も。 

そんなこんなで 1 年が過ぎていきます。まとまりなく今年最後のつぶやきとさせていただきました。ありがとう

ございました。来年もどうぞ宜しくお願い致します。（事務局 井藤冬は血圧が気になる年頃です。） 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 認定・埼玉県指定 特定非営利活動法人 国際協力 NGO・IV-JAPAN 

日本事務所 開所時間 午前 10 時～午後 6時 

〒330-0856 埼玉県さいたま市大宮区三橋 2-545-2      ラオス事務所 

シティヒルズ 101                              P.O Box7920 Vientaine, Lao PDR     

TEL:048-622-8612   FAX:048-622-8612                 TEL/FAX : +856-21-316047                                   

E-mail: iv-japan@vanilla.ocn.ne.jp             携帯電話；+856-20-55515122  

http://iv-japan.wix.com/iv-japan              E-mail: ivjapan.vte@gmail.com                                                          

        

                                                                タイ事務所  

                                                                     Continental Mansion 34/7 Soi Lertpanya  

                                                 (Ra Bangkok 10400 Thailand                                            

                                  E-mail: valaikorn@hotmail.com 
(IV-JAPAN QR コード) (アカウンタ―ビリティセルフチェックマーク) 
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